
分配金だけでなく、値上がり益も凄い!

高配当株ファンドは
なぜ人気なのか!?

南アフリカ、ドバイ…。

BRICsの 次はヨヨだ!
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「ポストBRiCs」とじて投資先を探る動きが強まる中、「MENttFViSTA」「TiPs」と呼ばれる
新たな投資先候補が登場。経済が発展段階にあるだけに、

マクロ経済の状況をしっかり把握しながら、有望な投資先を見つけよう1
取材 文 ・大山弘子 撮 影 ,村越将浩、平野晋子、伊藤博幸 写 真提供 ・ロイター/AFLO

MENAを 解説

ST―|

住友商事統合研究所
情報調査部チーフエコノミスト

奥田壮一さん
大手銀行のエコノミス トを経て

現職.総 合商社の強みを活かし
たグEl―バルな分析に定評.

ザ・スリーど一

代表取締役

石田和靖さん
年に十数回、香港 ・タイ ・UA

Eな どを訪間、香,巷や ドバイの

証券会社にも太いパイプを持つ.

アルゼンチン

人口:3283万人
(20は年推定)
首都:ブエノスアイレス

実質GDP成 長率:

92%(2005年 )
失業率:

Jユユ%12005年 )

米テータはジェトロ本一ムベージより。

BRlCs経済研究所
代表

門倉貴史さん
第一生命経済研究所などを経て
現職。専P弓はBRICs経 済か
ら地下経済まで、多岐に渡るⅢ

野村証券金融経済研究所
経済調査部エコノミスト

池田美香さん
野村総合研究所入社`日本、ア
ジア、新興諸国など様々な国の
マクロ経済調査を担当=

野村証券金融経済研究所
アジア調査部長

山田正章さん
野村総合研究所入社、香港勤務、
日本の食品業界担当を経て2003
年よリアジア株を担当.

ポ
ス
ト
Ｂ
Ｒ
ｉ
Ｃ
ｓ
と
し
て

注

目
さ
れ
る

３
市
場

。

新
果
国
市
場
の
代
表
と
い
え
ば
、

二言
つ
ま
で
も
な
く
、

ブ
ラ
ジ
ル
、

ロ

シ
ア
、

イ
ン
ド
、

中
国
の

「Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ

ｓ
」
４
カ
国
だ
。

そ
の
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ

に
続
く
市
場
と
し
て
、

「Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ａ
」

「
Ｖ

Ｉ

Ｓ

Ｔ

Ａ

与

Ｔ

Ｉ

Ｐ

ｓ
」

の

３

つ

の
市
場
が
、

注
目
さ
れ
て
い
る
。

Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ａ
は

「Ｍ
ｉ
ｄ
ｄ
ｌ
ｅ
Ｅ
ａ

ｓ
ｔ
＆
Ｎ
ｏ
ｒ
ｔ
ｈ

Ａ
ｆ
Ｔ
ｌ
ｃ
ａ
」、

つ
ま
り
中
束
と
北
ア
フ
リ
カ
だ
。

な

か
で
も
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、

Ｃ

Ｃ
Ｃ

（湾
岸
協
力
会
議
）
６
カ
国

（Ｕ
Ａ
Ｅ
、

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、

ク
ウ

ェ
ー
ト
、

バ
ー
レ
ー
ン
、

カ
タ
ー
ル
、

オ
マ
ー
ン
）
だ
。

特
に
、

Ｕ
Ａ
Ｅ
の

ド
バ
イ
で
は
、

「世
界
の
建
設
ク
レ
ー

ン
の
３
分
の
１
が
集
結
」
す
る
ほ
ど

の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
。

バ
ー
レ
ー
ン
や

カ
タ
ー
ル
な
ど
も
、
ド
バ
イ
を
モ
デ

ル
に
経
済
構
造
改
革
を
推
進
中
だ
。

ド
バ
イ
の
証
券
市
場
は
２
０
０
０
年

に
開
設
さ
れ
た
ば
か
り
だ
が
、

オ
イ

ル
マ
ネ
ー
の

〃源
泉
″
だ
け
に
、

今

後
の
動
向
は
、

要
注
目
だ
ろ
■ヽ

Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ａ
は
、

Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ
経

済
研
究
所
代
表
で
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の

円
倉
貴
史
さ
ん
が

穴
７後
の
成
長
が

期
待
で
き
る
国
」
と
し
て
提
唱
す
る
、

ベ
ト
ナ
ム
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

南
ア

フ
リ
カ
、
ト
ル
コ
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

の
５
カ
国
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
国
は
、

今
後
経
済
成
長
す
る
た
め
の
発
展
要

因
を
複
数
持

っ
て
お
り
、

ま
た
、

経

技鰹
怪
韓
撃
テ
督
着
実
に
進
め
て
い
る
。
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フィリピン
Republic o=ihe Ph‖ippines

人口:82664万人

(2004年推定)
首都:マ手ラ

実質GDP成 長率:

49フ%(2005年 )
失業率:

1135'石(20054「)

タイ
Kin9さOrn OF
TttGⅢ8ぃな

人口:6 3 3 5万人

(2004とF)
首都:バンコク

実質GDP成 長率:

45%(2005年 )
失業率打 8%(2005年 )

トメレコ

人口:

67845万 人(2000年)

首都:アンカラ

実質GDP成 長率:

74%(2005年 )
失業率:

1039`(2005空F)
元首:アフメット・

ネジュデット・

セゼル大統領

南アフリカ
| ■ ‐ ■ 「 i l

■!■|  | | | |■

人口:4689万人

(2005年推定)

首都:プレトリア

実質GDP成 長率:

49%(2005年 )
消費者物価上昇率:

39%(2005年 )

死首:ハリーファ,

ビンザーイド・

アールナフヤーン

大統領
(アブダビ首長)

UAE:
アラブ首長国連邦
Un‖ed ArOb Emr。十es

人口:432万人(2004年)
首都:アブダビ

構成首長国:

アジダビ、ドバイ、
シャルジャ、アジュマン、
ラスアルハイス
ウンムアルカイワイス
フジャイラ
実質GDP成 長率:

82%(2005年 )
消費者物価上昇率:

47%(2004年 )

ベトナム
| ‐| ■■ ■ ■‐| ■■■ ■| 十十

人口:8312万人(2005年
首都:ハノイ

元首:スシロ・

バンバン・ユドヨノ

大統領

インドネシア
! ■! | | ■1 1 1 i ‐! 十 ■ ■ | ! ■|

人口:2億22 0 5万人
(20054F'佳え置)
首都:ジャカルタ

実質GDP成 長率:

56%(2005年 )

消費者物価上昇率:

171%(2005年 )

ｍ
ン

8 7 7 r J 3

元首:タボ・

ムベキ大統領

Ｗ
Ｔ
Ｏ

（世
界
貿
易
機
関
）
加
盟
や

Ｅ
Ｕ

（欧
州
連
合
）
加
盟
交
渉
、

サ

ッ
カ
Ｉ
Ｗ
杯
開
催
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

も
経
済
成
長
を
加
速
さ
せ
る
と
見
ら

れ
、

今
後
の
成
長
が
期
待
で
き
る
国

ば
か
り
だ
。

Ｔ
Ｉ
Ｐ
ｓ

（タ
イ
、

イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、

フ
イ
リ
ピ
ン
）
は
、

野
村
証
券

の
山
田
正
章
さ
ん
が
、

「巨
大
な
人
口

を
抱
え
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
恩
恵
を

受
け
る
」
と
い
つヽ
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ
の
発

展
理
論
に
照
ら
し
て
選
ん
だ
新
た
な

投
資
先
だ
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

（東
南
ア

ジ
ア
諸
国
連
合
）
域
内
の
経
済
統
合

だ
け
で
な
く
、

城
外
と
の
自
由
貿
易

堕

生
条
渉
に
も
積
極
的
な
こ
と
か
ら
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
恩
恵
を
受
け
る
可

能
性
は
高
い
。
ま
た
、

世
帯
１
人
当

た
り
の
年
間
所
得
が
３
０
０
０
米
ド

ル

を
超
え
る
中
流
所
得
階
層
の
人
口
が
、

中
国
や
イ
ン
ド
に
次
い
で
多
い
こ
と

か
ら
、

消
費
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
も

期
待
さ
れ
て
い
る
。

成
長
国
の
目
恵
を
事
襲
す
る

圏
恭
盆
業

に
も
滋
目

…

今
回
の
特
集
で
は
、

注
目
の
新
興

国
の
マ
ク
ロ
経
済
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
し
た
。
ま
た
、

こ
れ
ら
の
国
の
市

場
が
成
長
す
る
こ
と
で
恩
恵
を
受
け

る
日
本
企
業
に
も
着
目
。

可
能
な
限

り
具
体
的
な
企
業
死
尽
基
，げ
て
い
る
。

個
別
株
や
Ａ
Ｄ
Ｒ

（米
国
預
託
証

券
）、
フ
ァ
ン
ド
で
、

新
興
国
に
直
接

投
資
す
る
も
よ
し
、
日
本
企
業
経
由

で
新
興
国
の
成
長
に
投
資
す
る
も
よ

し
。

選
択
肢
は
２
つ
あ
る
１

カタール

ミノン
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予特緑吾
人。
品と習獄鯉雷召鴨全吊義委

。出所:国連

CDP成 長率も高い!
イラン

サウジアラビア

クウェート

エジプト

-2%       2%        4%        6%        8%

2004年 2005年 軍2006年目2007年(予想)出 所 :MF

中東の経済成長で
思恵を受ける日本企業は?

中東の経済発展で恩恵を受ける日本企業
は、いったいどこなのだろうか 兵 ヨさん

は、「中東で産業を興すには、水■電■3

プラントカヤ逆要です.4勿流インブテ「謹1言
も不可欠。石油化学産業を兵す曇:きi二
るJと言う。これらのブロジニテ てヽ■■

相手となっている日本企業が|:乍てきここ
いえそうだ。

特に中束のレ イヾが大注目1
ポストBRiCsのひとつとじて注目を集めるMENA。

なかでも、脱オイル経済を目指す中東諸国から1ま目が離せない1

オマーン

イラン

ヨルダン

中
東
は
「脱
・石
油
依
存
」
の

経
済
構
造
を
構
築
中
！

中
東
Ｈ
原
油
に
依
存
す
る
国
々
、

と
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
人
も
多
い
だ

ろ
名ヽ

住
友
商
事
総
合
研
究
所
の
奥

田
壮

一
さ
ん
は
、

「Ｇ
Ｃ
Ｃ
６
カ
国
を

中
心
に
石
油
に
頼
ら
な
い
経
済
構
造

を
つ
く
る
動
き
が
出
て
い
ま
す
」
と

説
明
す
る
。

こ
の
背
景
に
は
、

中
東
で
の
人
口

急
増
と
現
体
制
維
持
の
問
題
、

原
油

の
一戦
弥
年
数
の
問
題
な
ど
が
あ
る
。

「中
東
で
は
、

若
年
層
が
増
加
す
る

一
方
、

一雇
用
や
就
学
の
機
会
が
不
足

し
、

貧
富
の
差
も
大
き
い
。

そ
れ
が

テ
ロ
の
温
床
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と

の
見
方
も
あ
る
。
こ
の
問
題
を
解
決

す
る
た
め
に
も
一雇
用
や
教
育
の
機
会

を
増
や
せ
る
か
ど
う
か
が
、

中
束
の

課
題
の
ひ
と
つ
で
す
大
奥
田
さ
ん
）

ま
た
、

米
国
が
、

中
東
で
民
主
化

を
進
め
よ
う
と
す
る
動
き
も
あ
る
。

そ
れ
に
対
抗
し
、

中
束
各
国
で
は
現

在
の
王
政
を
維
持
し
よ
う
と
し
て
い

る
。

政
治
的
安
定
を
保
つ
に
は
、

経

済
を
持
続
的
に
成
長
さ
せ
、

人
々
の

暮
ら
し
を
安
定
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

と
は
い
え
、

収
入
源
で
あ
る
石
油
は

無
限
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

石
油

に
依
存
す
る
経
済
で
は
持
続
的
な
成

長
は
難
し
い
た
め
、

経
済
構
造
を
変

え
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。

ド
バ
イ
を
モ
デ
ル
に
し
た

国
づ
く
り
が
進
む
。

た
と
え
ば
、
も
と
も
と
産
油
量
の

少
な
い
ド
バ
イ
の
場
合
、
１
９
８
０

年
代
か
ら
非
石
油
収
入
で
経
済
を
活

性
化
す
る
流
れ
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

「
〃ヒ
ト
、

モ
ノ
、

カ
ネ
〃
の
ハ
ブ
拠

点
と
し
て
観
光
業
、

物
流
業
、

金
融

業
に
注
力
し
た
結
果
、

Ｇ
Ｄ
Ｐ

（国

内
総
生
産
）
の
７
割
が
非
石
油
収
入

と
な
っ
て
い
ま
す
。

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
な
ど
の
Ｇ
Ｃ
Ｃ
諸
国
も
ド
バ
イ
を

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
し
た
国
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
」

こ
れ
を
可
能
に
し
た
の
が
、

こ
こ

数
年
の
原
油
高
だ
。

石
油
収
入
を
自

国
の
発
展
に
投
資
す
る
意
識
が
高
ま

っ
た
こ
と
で
、

成
長
が
ベ
ー
ス
ア
ツ

プ
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ

（国
際
通
貨
基
金
）
の

見
通
し
で
は
、

中
東
諸
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ

は
２
０
０
７
年
も
５
％
台
の
成
長
率

が
締
″
ゝ
しさ
れ
て
い
る
。

経
済
を
活
性
化
す
る
た
め
に
は
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
が
不
可
欠
。

電
力
は

も
ち
ろ
ん
、

砂
漠
地
帯
が
多
い
Ｇ
Ｃ

Ｃ
諸
国
な
ど
で
は
、

水
の
確
保
も
重

要
な
課
題
。

鉄
道
や
道
路
な
ど
物
流

面
の
整
備
も
必
要
に
な
る
。

観
光
立

国
の
ド
バ
イ
で
は
、

路
面
電
車
や
モ

ノ
レ
ー
ル
な
ど
環
境
に
優
し
い
交
通

の
整
備
も
設
出
さ
れ
て
い
る
。

「こ
れ
ま
で
は
、

石
油
も
採
掘
し
て

売
る
だ
け
で
し
た
。

で
す
が
、

今
で

は
石
油
精
製
プ
ラ
ン
ト
を
建
設
す
る

な
ど
、

川
下
産
業
ま
で
自
前
で
起
こ

と互
り
書
ｈ
出
て
き
て
い
ま
す
」

そ
の
結
果
、

建
設
ラ
ッ
シ
ュ
が
起

こ
り
、

世
界
の
建
設
ク
レ
ー
ン
の
３

分
の
１
が
ド
バ
イ
に
集
ま
っ
て
い
る

と
い
わ
れ
て
い
る
。

奥
田
さ
ん
も

「プ

ラ
ン
ト
の
条
件
を
見
て
も
中
東
に
は

成
長
性
が
あ
る
」
と
一百
乳

「
で
す
が
、

中
東
に
は
地
政
学
的
な

リ
ス
ク
が
あ
る
。

投
資
を
考
え
る
際

に
は
、

経
済
成
長
だ
け
で
な
く
、

政

治
的
安
定
と
い
う
尺
度
も
考
慮
す
る

こ
と
が
重
要
だ
と
い
た
ま
す
」
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オ
イ
ル
マ
ネ
ー
の
中
東
還
流

で

年
率

９
％
の
高

成
長
を
実
現
。

政
治
的
リ
ス
ク
は
あ
る
も
の
の
、

中
長
期
的
な
経
済
成
長
と
で
２
点
で

は
期
待
で
き
そ
２ヽ
Ｔ
里
界
諸
国
。

「な
か
で
も
ド
バ
イ
が
ス
ゴ
イ
ー
」

と
一一言
つ
の
は
、

『１５
万
円
か
ら
は
じ
め

る
本
気
の
海
外
投
資
マ
ニ
ュ
ア
ル
』

な
ど
の
著
書
が
あ
る
石
田
和
靖
さ
ん

だ
。

石
田
さ
ん
が
ド
バ
イ
に
注
目
し

始
め
た
の
は
、

１０
年
前
。

「知
り
合
い
の
外
国
人
た
ち
が

『ド

バ
イ
が
ス
ゴ
イ
』
と
言
う
の
で
興
味

を
持
っ
た
。

昨
年
、

よ
う
や
く
ド
バ

イ
に
行
き
ま
し
た
が
、

街
中
の
至
る

と
こ
ろ
で
建
設
ク
レ
ー
ン
が
動
い
て

い
る
様
子
を
見
て
、

『こ
れ
か
ら
は
ド

バ
イ
だ
１
』
＞
羅
槽
口し
ま
し
た
よ
」

石
田
さ
ん
に
よ
る
と
、
ド
バ
イ
は

原
油
の
埋
蔵
量
が
少
な
く
、

主刷
首
長

の
シ
ェ
イ
ク

・
ラ
シ
ッ
ド
氏
が
早
く

か
ら
産
業
の
多
角
化
を
進
め
て
き
た
。

「中
束
が
急
成
長
し
た
き
っ
か
け
は

米
国
同
時
多
発
テ
ロ
。

そ
れ
ま
で
米

国
に
向
か
っ
て
い
た
オ
イ
ル
マ
ネ
ー

が
、

リ
ス
ク
回
避
の
た
め
に
中
東
に

戻

っ
た
。

現
ド
バ
イ
首
長
の
シ
ェ
イ

ク

・
モ
ハ
メ
ッ
ド
氏
は
、

そ
れ
を
自

国
の
経
済
成
長
に
使
っ
た
ん
で
す
」

そ
の
結
果
、
ド
バ
イ
は
年
率
８
～

９
％
の
民
唇
長
が
続
い
て
い
る
。

現
在
ド
バ
イ
政
府
は
、

金
融
、

貿

易
、
Ｉ
Ｔ
、

メ
デ
ィ
ア
、

メ
デ
ィ
カ

ル
、

医
療
サ
ー
ビ
ス
に
力
を
入
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
業
種
ご
と
に
、

経
済
特

区
を
設
け
て
い
る
。

経
済
特
区
に
進

出
し
た
企
業
に
は
優
遇
税
制
な
ど
の

措
置
が
与
え
ら
れ
る
た
め
、

世
界
中

か
ら
資
本
が
流
入
し
て
い
る
。

「ま
た
、

国
中
で
不
動
産
開
発
が
進

ん
で
い
ま
す
が
、

多
く
が
、

計
画
の

段
階
で
を墓
冗
す
る
ほ
ど
の
人
気
で
す
」

今
年
２
月
、
シ
ェ
イ
ク

‘
モ
ハ
メ

ッ
ド
首
長
は
、
２
０
０
７
年
か
ら
２

０
１
５
年
ま
で
の

「ド
バ
イ

・
ス
ト

ラ
テ
ジ
ッ
ク

・
プ
ラ
ン
」
を
発
表
。

２
０
１
５
年
ま
で
年
率
１１
％
の
成
長

を
続
け
る
と
し
て
い
る
。

そ
の
ド
バ
イ
の
株
に
投
資
す
る
方

法
が
あ
る
の
だ
！

「現
地
の
証
券
会
社
に
行
け
ば
、
日

本
人
で
も
日
座
を
開
く
こ
と
が
可
能

で
、

ネ
ッ
ト
で
取
引
が
で
き
ま
す
」

ド
バ
イ
と
ア
ブ
ダ
ビ
の
証
券
取
引

所
に
は
イ
ス
ラ
ム
債
な
ど
も
含
め
そ

れ
ぞ
れ
６５
銘
柄
が
上
場

「両
市
場
の
時
価
総
額
は
１６
兆
円
、

平
均
Ｐ
Ｅ
Ｒ

（株
価
収
益
率
）
は
１１

倍
で
す
」

ち
な
み
に
、

東
証
の
時
価
総
額
は

４
０
０
兆
円
、

香
港
は
１
０
０
兆
円

だ
。
ド
バ
イ
は
ま
だ
小
さ
い
が
、

発

展
の
余
地
が
大
き
い
と
も
い
え
る
。

「中
東
全
体
に
投
資
す
る
な
ら

『Ｆ

Ｍ
Ｇ

・
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ａ
フ
ア
ン
ド
』
が
あ

告

」

建設現場では24時間突景二事が続いているとい
う、建設ラッシュのドバイ。「勢いは、中国の
上海以上かも」と石国さん。幅落舛石田和靖)

日本人が投資するにはこんな方法がある!

1現 地に行イ 回座を開き、

1  個 別銘柄を買う。
現地に行き、現地の証券会社に口座を開設

し召団抑株を買う。石日さんのオススメは、

投資情報も提供してくれるマック・シャラ

フ証券だ。パスポートと住所を証明する書

類があれば、回座を開設できる。

香港などで口座を開いて
フアンドを買う。

中東の株式に1窒 するファンドを集めた
「FMG・ MFNAフ ァン地を買う方法も。こ

れ1本
T申

1東のさまざまな国に分散投資が

できるi香 港にある同ファンドの販売代理

店などで購入できる。

NEWS:
情報が少ない

海外分散投資をする人のためのSNS。

「FttG。胤ENAフ アン日の組み入れ内容
組み入れ国               組 み入れ業種

る    ド バイを含む        金 融と建設・不動産の

,ヮ   UAEが 半分近くを       宮 」合が高い!

1幸 海夕ヽ投資情報サイト「香港資

産運用奮闘記」を運営する石田

さんが、海タト投資のためのSNS

(ソーシャル・ネットワーク・サ
ービス)を 5月に開始。投資対

象の国に住む人と情報を交換し

たり、現地のニュースをリアル

タイムで配信したりと、現地情

報を得る機能力端 載,ポ ートフ

ォリオについて、他のユーザー

と意見交換できる点もウリ=

やVorid investors

http:〃_wOHdinvestOrs ip/

95● MONEY」 apan 2007 6

北 ア フ リカ 2%
UAEが 半分近くを

サウジ
アラビア 2%

素材 ・エネルギー


